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物件名：新宿東宝ビル
所在地：東京都新宿区
設　計：竹中工務店一級建築士事務所
施　工：竹中工務店

外　壁：アスロックグリーンウォール
 アスロック600、プライムライン
 レフスカイ、リブロック4
 現場塗装仕上げ

植　　栽：テイカカズラ、ハツユキカズラ
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

©TOHO CO.,LTD.

©TOHO CO.,LTD.

©TOHO CO.,LTD.

©TOHO CO.,LTD.

レフスカイ
曲線と直線が奏でる優雅なリブデザインは、
日射を天空に還す環境配慮の機能を備えています。

▲レフスカイリブ高さ20mm

30°
30°

45°
45°

◀レフスカイミニ
　リブ高さ6mm

ホテルエントランス上部

2

アスロックグリーンウォールの特長

1.優れた施工性
アスロックで培った多くの施工実績を元に開発された壁面緑化システムです。
施工性に優れており、安心してご採用いただけます。

2. 様々なデザイン用途に対応
多種あるデザインパネルや、シャープな質感のフラットパネルと
組み合わせてご採用いただくことで，
様々なデザインバリエーションが実現できます。

3. 確かな環境性能
アスロックグリーンウォールは、緑の癒しを与えるだけでなく、
壁面の温度や反射熱の低減を実現し、室内環境の改善と
ヒートアイランド現象の緩和に寄与します。

4. 充実のアフターフォロー
ノザワでは植栽のメンテナンス契約までお受けし、
いつまでも美しい緑の壁を維持する
お手伝いをしています。
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アスロックグリーンウォール
『一体型』だから実現。軽量でスマートな壁面緑化

1. 低コスト・高パフォーマンスの壁面緑化
従来、緑化支持に必要であった下地金物取り合いを省略
することができ、コスト低減、施工効率化、工期短縮が
図れます。

4. 緑化重量の低減
従来のユニット式壁面緑化システムに比べ、緑化部分の重
量を８０％軽減、建物重量の軽減が図れます。

5. 植栽の蒸散効果による、
　 省エネやヒートアイランド現象の抑制
太陽光反射日射量の低減、土壌保水の蒸発散による大気
冷却効果、植栽土壌の吸熱効果等によりヒートアイランド
緩和や室内環境に対する改善が図れます。

2. 新壁面緑化システム
壁面と一体化したことにより、壁面緑化を設置するため
の下地材やケースが不要で、壁面の下地貫通がなく雨仕
舞性能、施工性に優れています。

3. 外壁一体型壁面緑化
押出成形セメント板「アスロック」の特性を活かした特殊
リブ形状に専用の植栽ブロックを直接保持させ、設置後
すぐに緑に覆われた壁面を創り出すことが可能で、デザイン
性にも優れています。

■灌水システム（縦張り）

パネル上部（パネル間横目地）に灌水ホースを通し、パネル
リブ間の植栽ブロック設置部分にドリッパー（一定水量
供給弁）を設置することにより、水を無駄なく最下部植物
へ供給します。

■灌水システム（横張り）

パネルリブ間の植栽ブロック設置部分毎に予め水供給用穴
が開いた灌水ホースを通して水を供給します。ブロック全体
に水が供給されるため、短時間の灌水が可能です。

縦張り
工法

横張り
工法

■専用植栽ブロック
　及び苗
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特 長

■形状及び寸法

ハツユキカズラ

ヘデラ類（黄色斑） ヘデラ類（白斑）

ヘデラ類（緑葉）

オオイタビ

テイカカズラ オウゴンテイカ

※ヘデラ類は設置面が北面・
　北北東面に限ります。

システム概要 適用植栽例

室内温熱環境改善に対する効果　

●省エネ効果（外壁面温度の低下）
アスロックグリーンウォールと一般素地品の表面温度をサーモグラフィーで比
較する※と、植栽の表面では19℃の差が出ます。アスロックグリーンウォール
を外壁に使用することで、温熱環境改善が図れ、省エネ効果が期待できます。
※比較試験は8月に実施。

●壁面の吸熱効果
通常夏場であれば、一般素地品では、熱は室内側に移動しますが、
アスロックグリーンウォールでは、緑化と植栽土壌による吸熱効果
によって室内から室外への熱の移動が確認されています。

ヒートアイランド緩和

●反射日射量の低減
アスロックグリーンウォールは、一般素地品と比較して反射日射量を
30％低減することが確認されています。反射日射量を低減すること
で、地表面の温度上昇を抑える事ができ、ヒートアイランドの緩和に
寄与します。

●蒸発散効果
アスロックグリーンウォールは、蒸発散効果により壁面近傍の大気中の
熱を吸熱し、大気温度を下げる効果があります。又、通常のアスロック
素地品においては日射量の約半分の熱量を蓄熱し大気中へ放出してお
りましたが、アスロックグリーンウォールは、壁表面温度と外気温の差が
小さく、壁面から放出される顕熱は殆ど無い事が確認されています。

温熱環境改善に対する効果

外壁をアスロックグリーンウォールにすることで、反射日射量の低減、植栽・土壌の蒸発散、吸熱による大気冷却
効果により、ヒートアイランド現象の緩和や室内の温熱環境改善に寄与します。

※千葉大学・建材試験センターでの検証データによる。

 『一体型』だからできる

概要図

製品番号

厚さ

働き巾

長さ

重量

灌水時の想定重量

NL49056

60+40mm

600mm

最長 4,000mm

95kg/㎡

22kg/㎡（アスロック除く）

日射

反射日射量
の低減

貫流熱の低減又は
室内側から室外側へ熱移動

顕熱殆ど無し

アスロックグリーンウォール

吸熱
壁表面温度より外気温の方が高い

蒸発散による潜熱消費
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物 件 名：大阪ガス岩崎南新PR拠点hu+gMUSEUM（ハグミュージアム）
所 在 地：大阪市西区
設　　計：安井建築設計事務所
施　　工：竹中工務店
外　　壁：アスロックグリーンウォール

物 件 名：元住吉メディカルプラザＤ
所 在 地：神奈川県川崎市
設　　計：YOMO PLANNING
施　　工：三ノ輪建設
外　　壁：アスロックグリーンウォール
植　　栽：ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、オオイタビ混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

物 件 名：J&B中央林間店
所 在 地：神奈川県大和市
設　　計：創和アキテクト
施　　工：メガクリエイト
外　　壁：アスロックグリーンウォール

植　　栽：ヘデラ類、カズラ類、他9種混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

植　　栽：ヘデラ類、ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

施工例

物 件 名：JR森ノ宮駅
所 在 地：大阪市中央区
設　　計：ジェイアール西日本コンサルタンツ
施　　工：大鉄工業
外　　壁：アスロックグリーンウォール
 　ランディルA 工場塗装仕上げ（カラーフロン）

植　　栽：ヘデラ類、ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

物 件 名：伊予銀行  東野支店
所 在 地：愛媛県松山市
設　　計：鳳建築設計事務所
施　　工：安藤工業
外　　壁：アスロックグリーンウォール
 　アスロック600、ストライプライン600、リブロック4
 　現場塗装仕上げ
植　　栽：オオイタビ、ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム



5 6

物 件 名：大阪ガス岩崎南新PR拠点hu+gMUSEUM（ハグミュージアム）
所 在 地：大阪市西区
設　　計：安井建築設計事務所
施　　工：竹中工務店
外　　壁：アスロックグリーンウォール

物 件 名：元住吉メディカルプラザＤ
所 在 地：神奈川県川崎市
設　　計：YOMO PLANNING
施　　工：三ノ輪建設
外　　壁：アスロックグリーンウォール
植　　栽：ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、オオイタビ混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

物 件 名：J&B中央林間店
所 在 地：神奈川県大和市
設　　計：創和アキテクト
施　　工：メガクリエイト
外　　壁：アスロックグリーンウォール

植　　栽：ヘデラ類、カズラ類、他9種混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

植　　栽：ヘデラ類、ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

施工例

物 件 名：JR森ノ宮駅
所 在 地：大阪市中央区
設　　計：ジェイアール西日本コンサルタンツ
施　　工：大鉄工業
外　　壁：アスロックグリーンウォール
 　ランディルA 工場塗装仕上げ（カラーフロン）

植　　栽：ヘデラ類、ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム

物 件 名：伊予銀行  東野支店
所 在 地：愛媛県松山市
設　　計：鳳建築設計事務所
施　　工：安藤工業
外　　壁：アスロックグリーンウォール
 　アスロック600、ストライプライン600、リブロック4
 　現場塗装仕上げ
植　　栽：オオイタビ、ハツユキカズラ、オウゴンテイカ、混栽
灌水方法：系統別自動灌水、自動警報システム



上　部上　部

中間部

中間部

下　部 コーナー部

中間部

中間部

下　部 コーナー部

7 8

アスロック
グリーンウォール

植栽ブロック

灌水ホース

詳細図（縦張り） 詳細図（横張り）

アルミ曲げ加工笠木（別途）

層間ふさぎ（別途）

シーリング（別途）

シーリング（別途）

潅水ホースφ17（横）

20
パ
ネ
ル
長
さ

ドリッパー

防水保護板（別途）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）通し

横ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）通し

Zクリップ

アスロック
グリーンウォール

アスロック
グリーンウォール

内水切りプレート
ロックウール養生（別途）
モルタル充填（別途）

耐火被覆（別途）

L-50×50×6（通し）

L-50×50×6（通し）

L-65×65×6（通し）

硬質パッキング

埋込みプレート
＠900  （別途）

L-50×50×6
L＝100＠900

L-50×50×6  L＝120＠600

  -100×50×5×7.5
＠600（別途）

RW充填

40
100 75
60

シーリング
潅水ホースφ17
ドリッパー

植栽ブロック
重量受け

植栽ブロック

溝切り加工
※現場加工

パ
ネ
ル
長
さ

パ
ネ
ル
長
さ

パ
ネ
ル
長
さ

25
20

75

40

100

40 4035

100

60

植栽ブロック部断面

L-50×50×6（通し）
L-50×50×6  L＝120＠600
L-50×50×6  L＝150＠600（別途）

水抜きパイプφ10（SUS）
＠1800 程度  （別途）

シーリング（別途）

植栽ブロック

植栽ブロック
重量受け

外水切り（別途）

シーリング（別途）

玉砂利（別途）

アスロックグリーンウォール

縦ガスケット（高性能ウレタンガスケット）

20

15 100

パネル長さパネル長さ

パネル長さ

パ
ネ
ル
長
さ

10
0

75
60

40

65

15

潅水ホースφ17（縦）

潅水ホースφ8（横）

潅水ホースφ8（横）植栽ブロック

RW充填

RW充填（別途）

RW充填（別途）

硬質パッキング

シーリング

シーリング（別途）

出隅用金具（別途）

横ガスケット（高性能ウレタンガスケット）

アスロックグリーンウォール

耐火被覆（別途）

縦ガスケット（高性能ウレタンガスケット）

L-50×50×6
L＝120＠900L-50×50×6（通し）

Zクリップ

L-50×50×6
L＝120＠900

L-50×50×6（通し）

耐火被覆（別途）

Zクリップ

硬質パッキング

重量受け4.5t×23×40
2 段毎

40
10
0

75
60

植栽ブロック 潅水ホースφ17 内水切りプレート

25
6010
0

35
10

40

シーリング（別途）
内水切端部フタ付

RW充填（別途）
パネル幅 20

RW充填（別途）
出隅用金物（別途）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）通し

潅水ホース
φ17

アスロック
グリーンウォール

10
0

20
パ
ネ
ル
幅

耐火被覆（別途）

L-50×50×6（通し）

Zクリップ
パ
ネ
ル
幅

15

6540 75
6510

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

鉄骨柱外面

L-50×50×6（通し）
硬質パッキング

Zクリップ

アスロック
グリーンウォール

潅水ホース
φ8（横）

植栽ブロック

シーリング

シーリング

アスロック
グリーンウォール

植栽ブロック

パ
ネ
ル
幅

パ
ネ
ル
幅

10

横ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

硬質パッキング

Zクリップ（H＝15）

鉄骨柱外面

重量受け4.5t×23×40
2 段毎

40
100 75

1510

60 50

潅水ホース
φ8（横）

シーリング

植栽ブロック
潅水ホースφ8（横）

アスロック
グリーンウォール

パ
ネ
ル
幅

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

防水保護板（別途）
硬質パッキング

埋込みプレート
＠900（別途）

Zクリップ

L-50×50×6  L=120  @900

L-50×50×6（通し）

40
100 75
60

10

ドリップ
チュープ

アスロック
グリーンウォール

植栽
ブロック

灌水ホース

L-50×50×6（通し）
アスロックグリーンウォールZクリップ

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

植栽ブロック
内水切りプレート

シーリング
潅水ホースφ17

パネル幅 パネル幅10

10
6

35
10
0 40

60

10590

ドリッパー

100

埋込みアングル
L-50×50×6
L=150 @900（別途）

高性能ウレタン
ガスケット（NS10）

L-50×50×6 L=100 @900
シーリング（別途）

水抜きパイプ（別途）

透水材（別途）
内水切

モルタル充填（別途）

L-50×50×6（通し）

外水切（別途）
シーリング（別途）

玉砂利（別途）モルタル充填（別途）

アルミ曲げ加工笠木（別途）

シーリング（別途）
シーリング（別途）

シーリング（別途）



上　部上　部

中間部

中間部

下　部 コーナー部

中間部

中間部

下　部 コーナー部

7 8

アスロック
グリーンウォール

植栽ブロック

灌水ホース

詳細図（縦張り） 詳細図（横張り）

アルミ曲げ加工笠木（別途）

層間ふさぎ（別途）

シーリング（別途）

シーリング（別途）

潅水ホースφ17（横）

20
パ
ネ
ル
長
さ

ドリッパー

防水保護板（別途）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）通し

横ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）通し

Zクリップ

アスロック
グリーンウォール

アスロック
グリーンウォール

内水切りプレート
ロックウール養生（別途）
モルタル充填（別途）

耐火被覆（別途）

L-50×50×6（通し）

L-50×50×6（通し）

L-65×65×6（通し）

硬質パッキング

埋込みプレート
＠900  （別途）

L-50×50×6
L＝100＠900

L-50×50×6  L＝120＠600

  -100×50×5×7.5
＠600（別途）

RW充填

40
100 75
60

シーリング
潅水ホースφ17
ドリッパー

植栽ブロック
重量受け

植栽ブロック

溝切り加工
※現場加工

パ
ネ
ル
長
さ

パ
ネ
ル
長
さ

パ
ネ
ル
長
さ

25
20

75

40

100

40 4035

100

60

植栽ブロック部断面

L-50×50×6（通し）
L-50×50×6  L＝120＠600
L-50×50×6  L＝150＠600（別途）

水抜きパイプφ10（SUS）
＠1800 程度  （別途）

シーリング（別途）

植栽ブロック

植栽ブロック
重量受け

外水切り（別途）

シーリング（別途）

玉砂利（別途）

アスロックグリーンウォール

縦ガスケット（高性能ウレタンガスケット）

20

15 100

パネル長さパネル長さ

パネル長さ

パ
ネ
ル
長
さ

10
0

75
60

40

65

15

潅水ホースφ17（縦）

潅水ホースφ8（横）

潅水ホースφ8（横）植栽ブロック

RW充填

RW充填（別途）

RW充填（別途）

硬質パッキング

シーリング

シーリング（別途）

出隅用金具（別途）

横ガスケット（高性能ウレタンガスケット）

アスロックグリーンウォール

耐火被覆（別途）

縦ガスケット（高性能ウレタンガスケット）

L-50×50×6
L＝120＠900L-50×50×6（通し）

Zクリップ

L-50×50×6
L＝120＠900

L-50×50×6（通し）

耐火被覆（別途）

Zクリップ

硬質パッキング

重量受け4.5t×23×40
2 段毎

40
10
0

75
60

植栽ブロック 潅水ホースφ17 内水切りプレート

25
6010
0

35
10

40

シーリング（別途）
内水切端部フタ付

RW充填（別途）
パネル幅 20

RW充填（別途）
出隅用金物（別途）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）通し

潅水ホース
φ17

アスロック
グリーンウォール

10
0

20
パ
ネ
ル
幅

耐火被覆（別途）

L-50×50×6（通し）

Zクリップ

パ
ネ
ル
幅

15

6540 75
6510

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

鉄骨柱外面

L-50×50×6（通し）
硬質パッキング

Zクリップ

アスロック
グリーンウォール

潅水ホース
φ8（横）

植栽ブロック

シーリング

シーリング

アスロック
グリーンウォール

植栽ブロック

パ
ネ
ル
幅

パ
ネ
ル
幅

10

横ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

硬質パッキング

Zクリップ（H＝15）

鉄骨柱外面

重量受け4.5t×23×40
2 段毎

40
100 75

1510

60 50

潅水ホース
φ8（横）

シーリング

植栽ブロック
潅水ホースφ8（横）

アスロック
グリーンウォール

パ
ネ
ル
幅

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

防水保護板（別途）
硬質パッキング

埋込みプレート
＠900（別途）

Zクリップ

L-50×50×6  L=120  @900

L-50×50×6（通し）

40
100 75
60

10

ドリップ
チュープ

アスロック
グリーンウォール

植栽
ブロック

灌水ホース

L-50×50×6（通し）
アスロックグリーンウォールZクリップ

縦ガスケット
（高性能ウレタンガスケット）

植栽ブロック
内水切りプレート

シーリング
潅水ホースφ17

パネル幅 パネル幅10

10
6

35
10
0 40

60

10590

ドリッパー

100

埋込みアングル
L-50×50×6
L=150 @900（別途）

高性能ウレタン
ガスケット（NS10）

L-50×50×6 L=100 @900
シーリング（別途）

水抜きパイプ（別途）

透水材（別途）
内水切

モルタル充填（別途）

L-50×50×6（通し）

外水切（別途）
シーリング（別途）

玉砂利（別途）モルタル充填（別途）

アルミ曲げ加工笠木（別途）

シーリング（別途）
シーリング（別途）

シーリング（別途）



ノザワは、「やすらぎと安心の創造」の企業理念のもと、壁面緑化システム、
太陽電池一体型システム、ルーバー、遮熱塗料工場塗装、断熱システム等の、
環境に対する負荷低減をコンセプトにした商品をご提供しています。ぜひ、壁
面緑化システムとともに、その他の環境配慮商品もご検討願います。

土壌性能

6.7%

46.4%

46.9%

0.26cm/秒

5.5～7.0

0.1mS/cm

10年

※検査項目（約700個/回）

※検査項目（約700個/回）

保証年数ではありません

固 相 率

気 相 率

液 相 率

三相比率

透 水 係 数

pH

EC

耐 用 年 数

耐火性能

FP060NE-9035

FP060NE-9036

FP060CN-9200

FP120CN-9240

FP060BM-9171

FP120BM-9208

吹付けロックウール耐火1時間

吹付けロックウール耐火1時間

吹付けロックウール耐火1時間

吹付けロックウール耐火1時間

物性項目 認定番号 備　　考

縦

横

柱

柱

梁

梁

外壁（非耐力壁）
1時間

複 合 耐 火

アスロック基本性能

曲 げ 強 度

ヤング係 数

衝 撃 強 度

素 材 密 度

含 　 水 　 率

吸 　 水 　 率

層間変位性能

17.6Ｎ/㎜2以上

1.7g/m3以上

8％以下

16％以下

1/100異常なし

JIS A5441「曲げ強度試験」による

JIS A5441「衝撃試験」による

縦張り標準工法／横張り標準工法

物性項目 性　　能 備　　考

植栽用土壌

参 考 重 量

植 物 数

寸 　 　 法

材質

外皮材

心材
土壌部

約1kg/ヶ （含水、植物込） ※使用植物により重量が変わります

3苗/ブロック （標準300mmブロック） ※その他は現場カット

性　能

メンテナンスについて

9 10

物性項目 規　　格 備　　考

ピートモス、ポリエステル繊維、土を混合し高圧養生し
固化した植栽用基盤

主成分：ピートモス・土（粘土）・ポリエステル繊維

不織布

幅90×厚30×長さ300mm
※別途長さ調節については現場にて適切なサイズにカット

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月作業項目

定期巡回

施肥・蒸散抑制剤

発育時期

剪定・誘引

病害虫発生時期

● ● ● ●

◎ ◎

殺菌・殺虫 2～3回

頻度 週2回（月・木）

6:00～6:40

40分間

施肥なし

40分間

施肥なし

週3回（月・水・金）

6:00～6:40

40分間

液肥混入

週3回（月・水・金）

6:00～6:40

40分間

液肥混入

毎　日

6:00～6:40

40分間

施肥なし

定期巡回の際に適宜実施　／　液肥注入はシーズンタイマーにて設定

必要に応じて実施 7月～9月：1回 9月～11月：1回

時間

液肥

※潅水
標準例

月

週2回
（月・木）
6:00
～6:40

※この計画書は、植栽の維持管理をするための基本計画書です。　※この計画書は、設置環境、植物状況、気象条件などにより変更する場合がございます。
※この計画書にある実施回数、時期、時間は、変更となる場合がございます。

定期巡回
定期巡回では植物の状態を確認し、植栽が健全に成長しているか、
設備関係の作動に問題ないかを確認いたします。また、必要に応じ
て作業内容は報告書に内容を記入し提出いたします。

堆肥

シーズンタイマーにて、液肥注入します。植物は施肥によって成長に必要な
養分を補うことができます。植物を害虫や病気から守るには育成環境を
適切にし、水分や養分を十分に供給することが必要です。3月～5月は施肥
有、6～9月は施肥なし、10月～11月は施肥有、12月～2月は施肥なし。

剪定・誘引
植物の成長に合わせて剪定・誘引をおこないます。緑化面積の促成、
枯葉や不健全なつるの除去、分岐や密度のある育成の促進、仕立てや
樹形の整姿など、剪定作業は景観に重要な役割を果たします。

病害虫
対策

病気や害虫は、植物にとって大きな被害をもたらすことがあります。
定期巡回での確認と、病害虫対策などの予防処置が必要となります。

注意事項

マキベエ

※その他防耐火認定につきましては記載を省略しますので、お問い合わせください。

JIS A5441「素材密度及び
吸水率試験」による

特　　許 第5485622号

アスロックグリーンウォールは
他の環境商品との組み合わせに
より、さらに効果を発揮します。

「アスロックグリーンウォール」と「アスロックソー
ラーウォール」の組み合わせにより、「アスロック
ソーラーウォール」で昼間発電した電気を蓄電し、
夜間に「アスロックグリーンウォール」のライトアッ
プが可能です。

2.25×104Ｎ/㎜2
ECP協会基準値

落下させ、割れ・貫通き裂がない
60㎜厚以上は、砂袋30㎏を2mから
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月作業項目

定期巡回

施肥・蒸散抑制剤

発育時期

剪定・誘引

病害虫発生時期

● ● ● ●

◎ ◎

殺菌・殺虫 2～3回

頻度 週2回（月・木）

6:00～6:40

40分間

施肥なし

40分間

施肥なし

週3回（月・水・金）

6:00～6:40

40分間

液肥混入

週3回（月・水・金）

6:00～6:40

40分間

液肥混入

毎　日

6:00～6:40

40分間

施肥なし

定期巡回の際に適宜実施　／　液肥注入はシーズンタイマーにて設定

必要に応じて実施 7月～9月：1回 9月～11月：1回

時間

液肥

※潅水
標準例

月

週2回
（月・木）
6:00
～6:40

※この計画書は、植栽の維持管理をするための基本計画書です。　※この計画書は、設置環境、植物状況、気象条件などにより変更する場合がございます。
※この計画書にある実施回数、時期、時間は、変更となる場合がございます。

定期巡回
定期巡回では植物の状態を確認し、植栽が健全に成長しているか、
設備関係の作動に問題ないかを確認いたします。また、必要に応じ
て作業内容は報告書に内容を記入し提出いたします。

堆肥

シーズンタイマーにて、液肥注入します。植物は施肥によって成長に必要な
養分を補うことができます。植物を害虫や病気から守るには育成環境を
適切にし、水分や養分を十分に供給することが必要です。3月～5月は施肥
有、6～9月は施肥なし、10月～11月は施肥有、12月～2月は施肥なし。

剪定・誘引
植物の成長に合わせて剪定・誘引をおこないます。緑化面積の促成、
枯葉や不健全なつるの除去、分岐や密度のある育成の促進、仕立てや
樹形の整姿など、剪定作業は景観に重要な役割を果たします。

病害虫
対策

病気や害虫は、植物にとって大きな被害をもたらすことがあります。
定期巡回での確認と、病害虫対策などの予防処置が必要となります。

注意事項

マキベエ

※その他防耐火認定につきましては記載を省略しますので、お問い合わせください。

JIS A5441「素材密度及び
吸水率試験」による

特　　許 第5485622号

アスロックグリーンウォールは
他の環境商品との組み合わせに
より、さらに効果を発揮します。

「アスロックグリーンウォール」と「アスロックソー
ラーウォール」の組み合わせにより、「アスロック
ソーラーウォール」で昼間発電した電気を蓄電し、
夜間に「アスロックグリーンウォール」のライトアッ
プが可能です。

2.25×104Ｎ/㎜2
ECP協会基準値

落下させ、割れ・貫通き裂がない
60㎜厚以上は、砂袋30㎏を2mから



福岡市博多区博多駅前1丁目4番4号（東京建物博多ビル）

2023ー08ー1000IP

札幌市中央区大通西1丁目14番地2（桂和大通ビル50）

松 山 市 大 手 町 2 丁 目 9 番 4 （ 石 丸 ビ ル ）

注意事項
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アスロックホームページアドレス　https://www.asloc.co.jp

東京都中央区新川1丁目4番1号（住友不動産六甲ビル）

078－333－7700ショールーム

https://www.nozawa-kobe.co.jp


